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１．研究の動機
　私は富士山の麓、富士市に住んでいる、この富士山が噴火して溶岩流が流下したとき、私達の住む町
はどうなるのか、溶岩流はどの様に流下するのか、又その溶岩流の起こす自然災害から、人々や町を守
る方法があるのかを探し出すためこの研究を始めた。
　尚、この研究は2006年９月から2009年８月までの３年間の研究で、2004年７月からの富士山大沢崩れ
の研究に続く富士山自然災害に関する継続研究。

２．研究の目的
　実際に溶岩流が噴出して流下したとき、富士市域では、どの程度の規模で流下するのかその流下方向
に傾向性はあるのか、また流下速度、到達時間はどのくらいなのか、溶岩流から町や人々を守る方法は
あるのかを探る。

３．研究方法
　実際の溶岩流を使って研究をすることは不可能で、他機関の溶岩研究のように複雑で膨大な計算結果
から得られる予測研究も、現在の私の知識、計算力では不可能なので、それらに代わる下記の方法で調
査、実験、及び流下予測を行った。
　⑴　過去の溶岩流の調査
　　　過去富士市域に流下した溶岩流を文献、書籍、地質図、現地調査により過去の溶岩流の分類分析

を行いその流下状況や流下の傾向性を探った
　⑵　モデル溶岩による溶岩流々下実験
　　　実際の溶岩の替わりにでんぷん糊（障子糊）をモデル溶岩として使用した実験で、３つの条件を

変えた実験台上（平面傾斜、円錐傾斜、立体地形模型）にモデル溶岩を流下させて、溶岩流の流下
規模（形状）、流下方向、流下速度を計測分析して、傾向性を見つけだし、流下予測の方法を探った。

　⑶　溶岩流の流下予測
　　　モデル溶岩の実験結果や過去の溶岩流の調査分析によって得られた結果をさらに分析して溶岩流

の流下予測を行った。
　　　また、この結果より溶岩流からの防衛方法を探った。

４．研究内容結果
　⑴　過去の溶岩流の調査
　　①溶岩流の実地調査
　　　　富士市域の溶岩流の分布を調べ、その溶岩流の末端部へ実際に行き調査を行った。この調査で

溶岩流の規模、状態をある程度、知ることが出来た。
　　②地質図からの分類分析
　　　　富士市域の過去の溶岩流を５万分の１富士火山地質図から分類分析をした。
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　　　　この分類分析により富士市域には１９の溶岩流に分類する事が出来、その溶岩流は、時代が古
いほど規模が大きく、それぞれの溶岩流が重なり合うように流下していて、その溶岩流の流下方
向は、南西方向に流したものがほとんどであった。

　⑵　モデル溶岩による溶岩流々下実験
　　①平面傾斜流下実験
　　　　傾斜角度を10°20°30°40°に変えた平面板上でモデル溶岩（でんぷん糊）を流下させ実験した。
　　②円錐傾斜流下実験
　　　　傾斜角度を10°20°30°40°に変えた円錐傾斜上でモデル溶岩を流下させた実験。
　　　以上２つの実験で溶岩流の流下傾向を探った。
　　　実験経過を動画で撮影して、それを静止画に解析して実験結果を分析した結果、モデル溶岩の流

下傾向は、傾斜角度が大きいほど流下幅は狭く、傾斜角度が大きいほど流下距離は長くなり、流下
速度も早くなることがわかった。

　　③立体模型流下実験
　　　　平面傾斜、円錐傾斜の実験からでは、実際の溶岩流の流下予測をするまでの結果を得ることが

出来なかった為、より実際の地形に近い条件で実験をするため、５万分の１の地形図をもとに作
成した立体模型を作成してその模型上でモデル溶岩を流下させ実験を行った。

平面傾斜実験結果（左から10°20°30°40°）

立体模型の製作 実験装置の構造

円錐傾斜実験結果（左から10°20°30°40°）
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　　　ア　噴出口の違い実験
　　　　　実験条件の適正を求めるため溶岩流を噴出させる噴出口の口径を４㎜３㎜２㎜に変え　実験

をした、この実験の結果、噴出口の口径は２㎜が適正であることがわかった。
　　　イ　モデル溶岩の濃度の違い実験
　　　　　アの実験と同様に実験条件の適正を求めるためモデル溶岩の濃度を変えて実験した。この実

験の結果、３倍濃度の実験が適正であることがわかり、この実験結果を分析した。
　　　ウ　富士山噴火ハザードマップ（ドリルマップ）との比較検証
　　　　　この立体模型流下実験の結果が適正であるかどうかを検証するため、富士山ハザードマップ

検討委員会の作成した溶岩流ドリルマップと実験結果を比較した。
　　　　　この結果、ほぼ実験結果とドリルマップの流下形状が一致した、このためこの実験は溶岩流

の流下予測のデータとして使えるという結論が出た。

　　　エ　流下速度分析
　　　　　３倍濃度の実験結果を使い流下速度を分析した、この実験経過を見ると噴出開始から　　　

流下終了までに16分かかったので、撮影した動画を16分割して静止画をプリントして、これを
基に時間あたりの流下距離、及び流下速度算出した。

　　　　　この分析結果から、頂上直下では非常に早い流下をして、その後、徐々にスピードを落とし
て流下停止した、標高100メートル以下では、ほとんど動きがわからないほどの流下速度になっ
ていることがわかった。

　　　オ　流下方向分析
　　　　　噴出方向を頂上直下から、東へ５°10°15°とずらせてモデル溶岩を噴出させる実験を行い、

流下方向を探る分析を行った、このそれぞれの実験の流下末端点を結び流下方向線を作成し、
そこから流下方向性を探った。

　　　　　その結果噴出当初は、噴出角度に影響されそれぞれ違う方向に流下するが標高1,000ｍ付近
から南西方向に流下して、標高800ｍ付近から下では、それぞれ３つの実験で南西方向へほぼ
同一角度で流下しているのがわかった。

　　　　　これは富士山と、愛鷹山の地形の重なりによる地形の特性から来るものと思われる。

　⑶　溶岩流の流下予測
　　①溶岩流の流下形状予測
　　　　３倍濃度の溶岩の流下形状を見ると、富士市域側、富士宮側の流下に分岐していて、この流下

流下速度分析図表 流下方向分析図表 流下方向解説
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の内、富士市域側の流下形状を抜き出し流下形状とした。
　　②　溶岩流の流下方向予測
　　　　３倍濃度の実験及び、噴出方向の違い実験結果から流下方向線を作成して、流下方向を予測し

た、これの予測結果から、富士市域の溶岩流の流下方向は標高1,000ｍ付近から南西方向に流下
し始め、800ｍ付近からは、どの溶岩流も南西方向に同一角度で流下することが予測できた、ま
たこの傾向は過去の溶岩流でも、同様の流下方向を示していた。

　　③　溶岩流到達予想時間
　　　　３倍濃度の実験結果を分析して、溶岩流の流下到達予想時間を導き出した、これは三原山の溶

　岩流の流下平均速度が、時速３㎞であったと言うデータを利用して算出したもので。この結果
から、溶岩流の流下最終到達時間は８時間である、と言う予測結果を出すことが出来た。

　　④　溶岩流々下予測図及び立体流下予測模型（シミュレーション模型）の製作
　　　　各予測結果を総合して１枚の図に表した、溶岩流流下予測図を作成した、また実験台して使用

した立体模型上に、モデル溶岩を流下させ修正し、流下予測数値を記入したパネルを取り付け、
立体流下予測模型を作成した、これにより溶岩流の流下予測を、視覚的にとらえることが出来る
様になった、またこの流下予測図を見ると大きな道路が溶岩流を横切る様に存在していて、この
道路を溶岩流防衛の堤防として、利用する方法を思いついたが、これは次の研究課題とした。

４．研究総括
　この研究は「富士山の溶岩はどんなもので、どうなっているのかという」興味を持ったことから始め、
最終的には富士山の溶岩流の流下予測をするところまで研究を進めた、しかしこの研究を進めれば進め
るほど、私の知識、計算力では太刀打ち出来ない問題が出てきた、この３年間精一杯自分が出来ること
をやってきたつもりだ、たとえば富士山溶岩流を再現する方法を考えたとき他の研究を見ると、膨大な
数値計算によって流下予測をしているが、この数値計算に代わる予測方法はないかと考え障子糊を使っ
た再現実験の方法を思いついた。
　このように、この研究を通じて、私は物事を突き詰めて考え結論を導き出す方法を知ることが出来た、
このことを繰り返し、続けることが科学の探求ではないかとも思った。
　また、富士山大沢崩れの研究から、溶岩流の流下予測研究までの富士山自然災害に関する、６年間の
研究を通じて、富士山の偉大さ、内に秘めたエネルギーを垣間見ることが出来た。
　私にとって、かけがえのない経験をすることが出来た６年間の研究だった。
　この研究について、指導、教授頂いた方々に感謝します。
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